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威3』みすず書房、1992年、117頁(原著1980年)。40E ・ Hooper―Greenhill, (1996)  `Education,  conl■uni  and interpretation:



































































































































































































































































・他者 とともに、音楽表現を生み出そ うとす る


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段階 協力者 性i別 担当教諭 勤務地 調査年月
第一段階
A 学級担任 大阪府 2007年3月、4月、9月
?
? 学級担任 川崎市 2007年7月、10月
?
） 養護教諭 大阪府 2007年3月、6月
第二段階
?
? 男性 特別支援学級担任 大阪府 2010年5月、6月
?
? 男性 特別支援学級担任 大阪府 2010+5 fr
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初出一覧
本論の一部は下記の拙稿を修正 0加筆している。
第一章
上森さくら「学校教育における自治的活動の指導と公共論」大阪市立大学教育学会編『教
育学論集』第1号(通算 第39号)、 2012年、39-48頁。
第二章
上森さくら「教室づくりを通した自治活動の可能性」大阪市立大学大学院文学研究科教育
学教室編『教育学論集』第35号、2009年、32-39頁。
第二章
福田敦志・今井理恵・上森さくら「『学習の共同化』論の枠組みに関する検討一学習集団論・
『学びの共同体』論を中心に一」日本生活指導学会編『生活指導研究』第26号、2009
年、137-158頁(担当部分:1節「1970年代の学習集団論の到達点と課題―吉本均の学
習集団論を中心として」140-144頁)
上森さくら「音楽科教育における言語活動とシティバンシップ教育」平成21-23年度科学
研究費補助金・基盤研究 (C)(課題番号21530804)研究成果報告書『言語活動の充実を
図る「学習の共同化」と授業の方法』2012年、82-95頁。
第五章
上森さくら「協働的関係を構築しようとする教師の働きかけの戦略一教師への面接調査の
脂GTA質的分析を通じて一」大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター編『都
市文化研究』第13号、2011年、13-22頁。
補章
上森さくら「K.ツァイヒナーにおける多文化教育と教員養成プログラム ー 社会正義を志
向する教員養成プログラムの特徴と意義―」日本教育方法学会『教育方法学研究』第36
巻、2011年t73-83頁。
